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当
会
の
『
海
水
ト
リ
チ
ウ
ム
検
査
疑
惑
に
関
す
る
検
証
レ

ポ
ー
ト
』
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
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添
付
資
料
と
し
て
『
海
洋
試
料
ト
リ
チ
ウ
ム
の
測
定
結

果
に
つ
い
て
』（
青
森
県
・
原
燃
・
東
北
電
力
：
平
成
二
十
年
四

月
二
四
日
）
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

私
達
「
三
陸
の
海
・
岩
手
の
会
」
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
発
生
し
た
放
射
性
廃
液
が
ど
の
よ
う
に
海
洋

放
出
さ
れ
、
検
出
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
特
に
「
ト
リ
チ
ウ
ム
」

の
海
水
濃
度
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
集
め
調
べ
て
き
ま
し
た
。

使
用
済
み
核
燃
料
の
せ
ん
断
溶
解
が
開
始
さ
れ
た
二
〇
〇
六
年

四
月
か
ら
終
了
の
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
の
「
ト
リ
チ
ウ
ム
廃
液

の
海
洋
放
出
」
は
二
〇
七
回
で
す
。

こ
の
間
日
本
原
燃
は
年
間

一
二
回
、
青
森
県
は
六
回
、
合
計
五
四
回
海
水
を
採
取
し
測
定
し

全
て
検
出
限
界
値
（
二
Ｂ
ｑ
／
Ｌ
未
満
）
以
下
（
Ｎ
Ｄ
）
と
公
表
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
流
さ
れ
た
ト
リ
チ
ウ
ム
は
原
発
規
制
値
の

数
百
倍
か
ら
最
高
二
八
〇
〇
倍
に
も
達
す
る
高
濃
度
で
あ
り
し
か

も
多
量
で
す
。

特
に
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
は
本
格
操
業
に
近
い
放
出
が
あ
り
ま

し
た
が
、
日
本
原
燃
や
青
森
県
の
測
定
で
は
放
出
口
真
上
、
五
㌔

㍍
先
、
二
〇
㌔
㍍
先
の
海
水
か
ら
い
ず
れ
も
不
検
出
Ｎ
Ｄ
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
同
時
期
に
更
に
遠
く
の
二
五
㌔
㍍
の
海
水
を
調
べ
た
東

北
電
力
は
検
出
し
て
い
た
の
で
す
。
原
燃
は
検
出
さ
れ
た
ト
リ
チ

ウ
ム
の
起
源
は
自
社
の
廃
水
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。
な

ぜ
こ
ん
な
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

２００７（平成１９）年１０月：１０回投棄

日
排水量

トリチウム

の量

トリチウム

濃度

立法㍍ 兆ﾍﾞｸﾚﾙ 億ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑

2日 585 99 1.7

４日 585 85 1.5

6日 586 83 1.4

11日 584 70 1.2

13日 586 50 0.85

17日 575 0.024 0.00042

18日 587 52 0.89

19日 543 52 0.96

27日 582 19 0.33

31日 586 13 0.22

計 5799 523.

公開されているモニタリング報告
２００７（平成１９）年１０月：海水のトリチウム

日 試料 実施者 地点
トリチウム

濃度（Ｂｑ/㍑）

3日 海水 青森県

六ヶ所放出口付近 ＮＤ

上記北２０㌔付近 ＮＤ

上記南２０㌔付近 ＮＤ

10日 海水 日本原燃

六ヶ所放出口付近 ＮＤ

上記北５㌔付近 ＮＤ

上記南５㌔付近 ＮＤ

10日 海水 東北電力
東通原発放出口付近 4

上記放出口沖 3

23日
魚類
自由水

青森県 六ヶ所村前面海域 2

＊１０日 東北電力による 東通原発排水の調査

＊２３日 青森県による魚類検査 結果ＮＤ（単位Ｂｑ/ｋｇ生）

『海洋放出廃液の詳細データ』は下記。

http://sanriku.my.coocan.jp/07.

4.1-08.3.31.pdf



海
流
秒
速
約
二
〇
セ
ン
チ

放
出
口
は
水
深
四
四
㍍
に

あ
り
、
五
八
五
立
方
㍍
の
廃

液
が
毎
時
八
八
立
方
㍍
づ
つ

約
六
時
間
半
か
け
て
放
出
さ

れ
ま
す
。
放
出
口
で
の
廃
液

の
速
さ
は
直
上
に
向
け
て

五
・
六
ｍ
／
秒
と
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
廃

水
は
海
水
に
比
べ
て
軽
い
液

体
で
す
が
、
当
時
の
海
流
の

流
れ
は
測
定
記
録
か
ら
「
北

北
西
へ
平
均
速
度
約
二
〇
㌢

㍍
／
秒
」
と
考
え
ら
れ
、
北

北
西
へ
ず
れ
な
が
ら
上
昇
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
海
水

が
、
前
に
放
出
さ
れ
た
ト
リ

チ
ウ
ム
に
よ
り
汚
染
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
放
出
口
直
上

海
表
面
採
取
の
海
水
に
ト
リ

チ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
な
い
こ

と
は
あ
り
え
ま
す
。

放
出
口
北
二
〇
㌔
で
Ｎ
Ｄ

北
二
〇
ｋ
ｍ
で
十
月
三
日

測
定
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

十
月
二
日
に
放
出
さ
れ
た
廃

水
が
流
れ
着
く
の
は
潮
流
の

デ
ー
タ
か
ら
、
先
端
部
約
二

八
時
間
後
、
流
れ
す
ぎ
る
の

が
三
五
時
間
後
と
の
計
算
が

出
来
ま
す
。
従
っ
て
、
翌
日

で
は
未
だ
到
達
し
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
「
放
出
口
北
五
㌔

で
の
Ｎ
Ｄ
つ
い
て

原
燃
は
北
五
㌔
㍍
十
月
十

日
測
定
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
十
月
六
日
放
出
さ
れ
た
廃

液
が
流
れ
着
く
の
は
潮
流
の

デ
ー
タ
か
ら
、
先
端
部
約
七

時
間
後
、
流
れ
過
ぎ
る
の
が

十
四
時
間
後
と
の
計
算
が
出

来
ま
す
。
従
っ
て
「
四
日
後

（
九
六
時
間
後
）
」
で
は
流
れ

去
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
放
出
口
の
二
五
㌔
北
に
あ
る
東

北
電
力
東
通
原
発
で
検
出

十
月
十
日
に
東
北
電
力

が
東
通
原
発
沖
で
測
定
し

て
い
ま
す
。
六
日
に
放
出
口

か
ら
放
出
さ
れ
た
廃
液
が
、

二
五
㌔
北
で
検
出
さ
れ
た

の
で
す
か
ら
海
流
の
速
さ

は
七
・

二
㎝
／
秒
程
度
に

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
放

出
口
か
ら
五
㌔
の
原
燃
測

定
地
点
に
到
達
す
る
の
は

十
九
時
間
で
あ
り
二
六
時

間
後
に
は
通
過
し
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
日
本
原
燃
が

四
日
後
（
九
六
時
間
後
）
に

測
定
し
た
場
合
Ｎ
Ｄ
に
な
る

の
は
当
然
で
す
。

以
上
、
デ
ー
タ
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
〇
八

年
十
月
測
定
に
つ
い
て
は
、

日
本
原
燃
・
青
森
県
が
海
流

デ
ー
タ
を
基
に
採
水
日
を
調

整
し
、
ト
リ
チ
ウ
ム
含
有
海

水
の
通
過
前
も
し
く
は
通
過

後
の
日
を
選
ん
で
Ｎ
Ｄ
に
な

る
よ
う
に
採
水
日
を
操
作
し

た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

先
週
の
夜
、
家
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら

地
震
が
あ
っ
た
。
速
報
で
は
盛
岡
は
震
度
５
。

震
源
が
下
北
半
島
東
方
沖
と
い
う
の
で
内
心

か
な
り
緊
張
し
た
。
津
波
な
し
、
大
き
な
被

害
は
出
て
い
な
い
よ
う
で
取
り
あ
え
ず
安
心
。

◆
し
か
し
こ
の
時
思
い
出
し
た
の
は
、
阪
神

大
震
災
直
前
に
起
き
た
『
三
陸
は
る
か
沖
地

震
』
で
あ
る
。
は
る
か
沖
と
い
っ
て
も
震
源

地
は
八
戸
市
東
方
約
一
九
〇
㌔
く
ら
い
。
八

戸
市
や
む
つ
市
で
被
害
が
あ
り
六
ヶ
所
村
で

も
尾
駮
港
船
だ
ま
り
の
岸
壁
が
め
ち
ゃ
め
ち

ゃ
に
破
損
し
た
。
◆

さ
ら
に
、
二
〇
〇
九
年

四
月
に
、
こ
の
『
天
恵
の
海
』
で
三
陸
は
る

か
沖
地
震
に
つ
い
て
記
事
に
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
内
容
は
、「
十
余
年
前
、
は
る
か

沖
地
震
で
被
害
を
受
け
た
尾
駮
港
の
岸
壁
が

人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
雪
解
け
を
待
た
ず

に
急
い
で
修
復
さ
れ
た
」
と
い
う
記
事
だ
。

は
る
か
沖
地
震
の
一
九
九
四
年
は
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
は
起
工
さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

そ
し
て
記
事
を
書
い
た
二
〇
〇
九
年
は
そ
の

十
余
年
後
。
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
は
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
が
強
行
さ
れ
海
や
空
に
放
射
能

を
ま
き
散
ら
し
危
険
な
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
を
貯
め
続
け
て
い
た
。
◆
三
陸
は
る
か
沖

地
震
の
直
後
に
六
ヶ
所
村
の
取
材
を
敢
行
し

た
作
家
広
瀬
隆
氏
や
田
島
雅
美
氏
ら
は
雑
誌

『
宝
石
』
で
再
処
理
工
場
が
地
震
に
弱
い
こ

と
を
訴
え
た
。
そ
の
時
撮
ら
れ
た
写
真
は
再

処
理
工
場
が
地
震
に
遭
っ
た
場
合
ど
う
な
る

か
を
教
え
て
く
れ
る
。
◆
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
は
、
ガ
ラ
ス
固
化
し
な
い
か
ぎ
り
、
液

体
状
で
は
地
震
に
は
全
く
弱
い
。
漏
れ
れ
ば

一
九
五
七
年
の
ソ
連
の
「
ウ
ラ
ル
の
核
大
惨

事
」
な
み
の
苛
酷
災
害
と
な
る
だ
ろ
う
。（
尚
）

モニタリング値をどう考えるか
まず、再処理工場の廃液放出回数に比して、

モニタリング回数が少な過ぎます。〈係留式ブイ

から放出口上部海水の流向・流速はリアルタイ

ムで分かるようになっている〉

大量のトリチウム廃液を海洋へ流し、３年間

５４回もその海水を調べ全て不検出というのは

あまりに不自然です。東海再処理工場沖、ラ・

アーグ沖、セラフィールド沖のいずれの海水か

らもトリチウムは検出されています。

２００６年アクティブ試験操業前の段階に岩

手県三陸の市町村長が沿岸漁業を守るために立

ち上がり大きな抗議行動を起こしました。その

ため、抗議の声が高まることを恐れ、日本原燃

と青森県はトリチウムのデータを操作、例えば

海洋放出と海流データを確認し不検出となるよ

うに、海水採取日を操作したのではないかとの

疑念が消えません。

三陸はるか沖地震 本年１月２４日の 地震

起きた日時 １９９４年１２月２８日２１時１９分 ２０１８年１月２４日１９時５１分

震源地 北緯４０度２５分 東経１４３度４５分 北緯４1度００分 東経１４２度２６分

マグニチュード 7.5 6.3

深さ ０ ｋｍ（浅い） ３４ｋｍ

震度
震度６（八戸） 震度５（青森、むつ、

盛岡） 震度４（苫小牧、函館、宮古）

震度４ （八戸市南郷、野辺地、盛岡

市藪川） 震度３（六ヶ所村尾駮）

津波 八戸、宮古で５０ｃｍ なし

主な被害
死者３人 負傷者７８８人 家屋全壊

７２棟半壊４２９棟 停電７万６０００戸
なし

六ヶ所村付近 尾駮港船だまりの岸壁破壊等 特に異常は報道されていない

再処理工場 建設中 高レベル放射性廃液の蓄積
『天恵の海』
第６９号参照


